
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行程・見学場所   

所沢駅東口郵便局前➡ 所沢 IC ➡ひたち海浜

公園 IC➡国営ひたち海浜公園散策➡那珂湊お

魚市場(昼食・買物:)➡水戸弘道館見学➡水戸

城址・二の丸展示館➡旧水戸城薬医門➡水戸

南 IC➡所沢 IC➡所沢駅東口郵便局前 

ところ会 平成 30年 10月例会報告 

日時：平成 30 年 10 月 12 日(金)8 時 00 分 

集合場所：所沢駅東口、所沢郵便局前 

参加者：28 名  天気：終日曇り時々晴 

平成 30 年、第 10 回 

ひたち海浜公園と 

水戸弘道館見学（バス旅行） 

参加者の感想・コメント(4)： 

幹事の皆様にはいろいろとお心遣いをいただき

ありがとうございました。大変楽しいバス旅行でし

た。国営ひたち海浜公園でのコキアの鑑賞は初めて

の経験でした。見どころの色づきにはちょっと早か

ったかなとの印象でしたが、緑と赤とピンクのグラ

デーションがとっても素敵でした。ランチでは新鮮

な海の幸を美味しくいただきました。午後の弘道館

等の見学でも新しい発見などもあり、大変勉強にな

り充実した史跡めぐりになりました。大変お世話に

なりありがとうございました。 

 

参加者の感想・コメント(1)： 

10月8日のNHKの放送ではコキアは僅かに紅

葉している程度でしたが、当日は大分紅葉しており

ほっとしました。ガイド資料に載っていた写真のよ

うに真っ赤になるより趣があったのではないかと

思います。予定を変更して水戸城二の丸を歩き、予

定より時間が掛かって小中居トラベルさんにはご

迷惑をお掛けしたと思いますが、水戸城の大きさも

分かり良かったと思います。 

 
 

 

今回は雨の中、傘を持ち自宅を出ましたが、その

傘は使わずに済みました。所沢郵便局での出発時点

から小中居の丹路さんは渋滞が予想されるとの事、

実際に外環道は渋滞で海浜公園には遅れて着き、園

内の散策も十分時間が取れませんでしたが、皆さん

シーサイドトレインには満足していただいたと思

います。観覧車を期待された方には迷惑を掛けまし

た。昼食は予定より遅い時間なりましたが皆様には

満足してもらえたと思います。昼食後の水戸弘道館

では幕末から明治への移行時期の歴史について山

本さんの話と展示を観覧しながら大いに勉強にな

りました。帰りのバスの車中では戸村さんの名司会

でビンゴゲームも大いに盛り上がりましたが、外環

道でまた渋滞に巻き込まれ、到着予定時間が大幅に

遅れました。でも、全員無事帰りましたことに感謝

します。今回の海浜公園及び那珂湊での昼食ついて

は田淵さんの提案とアドバイスがあり、特に好評の

シーサイドトレインの乗車の提案もして戴きまし

た。コキア饅頭は残念でしたが、替わりのお土産も

好評でした。お土産の調達ほか色々お世話になった

女性実行委員の皆様には感謝致します。  居田記 

コキア 3 点 参加者の感想・コメント(2)： 

グラデーションコキアも素敵でしたが大草原

（パンパス）に生える草（グラス）。トレインか

見えたパンパスグラスもお見事でした。みはらし

の丘で鐘をつき振り返ると飛び込んできた景色は

遥かに船や観覧車の遠景はひたち海浜公園の広さ

を感じさせられました。弘道館では「尊攘」の掛

け軸と水戸家歴代「大日本史」が興味を誘いまし

た。下見無しのバス旅でしたが、皆様のお蔭で無

事に終わり有り難う御座いました。 

 

集合写真 

左・弘道館前で 

右・ひたち海浜公園で 

参加者の感想・コメント(2)： 

グラデーションコキアも素敵でしたが大草原

（パンパス）に生える草（グラス）。トレインか

見えたパンパスグラスもお見事でした。みはらし

の丘で鐘をつき振り返ると飛び込んできた景色は

遥かに船や観覧車の遠景はひたち海浜公園の広さ

を感じさせられました。弘道館では「尊攘」の掛

け軸と水戸家歴代「大日本史」が興味を誘いまし

た。下見無しのバス旅でしたが、皆様のお蔭で無

事に終わり有り難う御座いました。 

 

参加者の感想・コメント(3)： 

この度のバス旅行、天気は今一つではありました

が、散策で歩くには申し分のない気温。コキアの色

付きの物足りなさはかえって植物のもつ美しさを

醸し出していると思いました。那珂湊おさかな市場

で港の船を見ながらのランチ（海鮮丼）は豊富に盛

り付けられた魚が一層新鮮に感じられ、チョイ飲み

地酒の日本酒とも相性はバッチリでした。水戸弘道

館では事前の資料に加え、山本さんの説明が歴史を

楽しむ厚みを増してくれました。 

 

 

投稿俳句 

（弘道館にて） 

重厚な 
屋根の 
  重なり 
 木の実 
   降る 


